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▼石積みと集石遺構

表 裏

坩堝 ( るつぼ )

▲密集した遺構
柱穴や土坑、溝などたくさんの遺構が切り合っています。
左奥の竪穴状遺構からは、坩堝 ( るつぼ ) が出土しました。

四
賀
小
学
校　

年
生
の
発
掘
体
験

地
元
の
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、
発
掘
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
か
わ
ら
け
や
青
磁
な
ど

の
遺
物
や
柱
穴
、
土
坑
な
ど
の
遺
構
を
見
つ

け
て
い
ま
し
た
。

▲

石積みの根石が見つかりました。その南側に広がる
帯状の集石は、敷石のようにも見えます。▲ 今回の調査でも、たくさんの遺物が出土しました。

香炉 天目茶碗

小碗

古
瀬
戸

中国産の磁器

青磁碗

調査区中部にある大型の土坑の中から、
内耳鍋と銭が出土しました。

内
耳
鍋

元
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通
宝
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土
や
炭
が
混
ざ
る
土
坑

埋
土
に
焼
土
や
炭
が
混
ざ
る
土
坑

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
用
途
は
不

明
で
す
が
、
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辺
で
火
に
関
わ
る

事
が
行
わ
れ
て
い
た
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う
で
す
。

旧
会
田
小
学
校
の
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に
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南
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チ
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設
定
し
た
と
こ
ろ
、
中
世
の
遺
構
面

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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▲

他にも様々な遺物が見つかっています。
遺物展示場所へ行ってみよう。

坩堝 ( るつぼ ) は溶けた金属を流し込む容器です。銅製品の製作が
行なわれていた可能性があります。
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石積み
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